
企画総務グループ打合せ（平成 30 年度 第 1 回）議事録 

 

 日 時：平成 30 年 6 月 12 日（火）  9:30～11:30 

 場 所：ＪＧＳ会館 3 階小会議室 

 出席者：峯岸，福原，石川，波多野，永尾，渡邉，清水，青木(事務局) 

 欠席者：斎藤，林 

      

 

１． 前回議事録の確認 

 ・平成 29 年度第 4 回企画総務グループ幹事会議事録（2/5） 

 ・平成 29 年度第 4 回運営委員会議事録（2/13） 

―＞前回の議事録は，確認の上，承認された． 

 

２． 最近のスケジュール 

・平成 30 年度第 1 回運営委員会：平成 30 年 7 月 4 日（水）14：00-17：00 

・第 60 回通常総会（本部）：平成 30 年 6 月 6 日（水）14：00-16：45 

・第 53 回地盤工学研究発表会（本部）：平成 30 年 7 月 24 日（火）～26 日（木） 

・第 15 回地盤工学会関東支部発表会 Geo-Kanto2018：平成 30 年 11 月 2 日（金） 

―＞日程を確認した． 

 

３． 支部長特命事項対応他、運営管理上の報告・協議 

（1）平成 30 年度企画総務グループ体制につい 

 ・退任：川原井裕子幹事 

新任：波多野正邦幹事，清水浩之幹事 

 ・企画総務 G 趣意書 

 ・年間スケジュール 

 ・役割分担（ニュースレターNo.42・43 発行 etc.） 

－＞峯岸幹事長以下，各委員の自己紹介を行った． 

 －＞企画総務 G 趣意書及び年間スケジュールを確認した． 

 －＞地盤工学会誌：渡邉幹事から佐々木氏（アサノ大成）へ交代，Newsletter No42：波多野幹事，No43：

清水幹事が担当することとなった． 

Newsletter No42 の巻頭言は桑野第 54 回地盤工学研究発表会実行委員長，No43 の巻頭言は坂上副

支部長に依頼することとなった． 

（2）平成 30 年度支部役員体制について 

－＞内容を確認した． 

（3）平成 30 年度関東支部総会議事録  

－＞内容を報告した． 

（4）第 60 回通常総会ご出席のお願い 

－＞安田支部長，峯岸幹事長が出席済と報告した． 

（5）「地盤工学会誌」支部編集委員について 

－＞渡邉幹事から佐々木氏（アサノ大成）への交代を報告した． 

（6）会員増加に向けての支部の取り組み（案）について 

－＞本部からのアンケートに対する峯岸幹事長の回答を確認し，今後も引き続き会員増加への取組み

を検討していくこととした． 

（7）地盤工学会支部会計規程決議のご確認と公印に関する内規の制定 

－＞制定した内規の内容を報告した． 

（8）【支部 HP へ情報アップのお願い】地盤品質判定士の国土交通省登録資格 

－＞本部からの依頼内容及び関東支部の対応を報告した．（HP へアップ済） 

 



（9）「地盤工学会誌」 平成 30 年度読者モニター推薦のお願い 

－＞平成 30 年度に更新された読者モニターリストの内容を報告した． 

（10）60 周年式典開催について（結果） 

－＞本部が集計した各支部の 60 周年式典開催状況について報告した． 

（11）地盤工学会・第 7 期代議員当選人決定のご連絡 

－＞内容を報告した． 

（12）若手技術者を対象とした意見交換セミナー 

－＞内容及び現時点での申込み状況（若手参加者 15 名）を報告した．※追加で申込み予定有 

（13）会員データベース更新のためのアンケートの実施に向けた前分，フォーム内容の調整 

－＞内容を確認し，学校関係者にメール発信を行うものとした． 

（14）自治体（都・県）との災害協定の締結について 

－＞各県 Gへの状況のアンケート結果及び支部総会前に実施した打合せ内容を報告した． 

（15）メール審議：・埼玉県グループ「彩の国市民科学オープンフォーラム」共催依頼 

      ・歴史遺産委員会「横須賀市主催講演会」の後援依頼 

       ・「弘仁地震 1,200 周年記念防災パネル展示」（防災啓蒙パネル展示企画）後援依頼 

      ・茨城県グループ「国際講演会」の主催について 

      ・EDO-EPS 工法の実物大耐震実験の公開についての後援依頼 

        ・群馬県グループ新三国トンネル現場見学会 

－＞内容を報告した． 

（16）70 周年，全国大会及び企画に関して 

－＞関東支部の企画として「ネーミング募集」より若手が参加しやすいインスタグラム等を用いた地

盤工学に関連する写真コンクールの提案があった．SNS が普及しており，気軽に多くの方の参加

が期待できるとともに，集まった写真を支部発表会 HP あるいは Newsletter にも活用できる．た

だし，募集時に応募条件の明記（版権，引用禁止など），管理手法をどうするかなど今後も検討し

ていく． 

－＞H29 年度の高松大会における次期開催地の挨拶，調査研究部会・実行委員会打合せの予定につい

て説明した． 

（17）H30 年度予算執行状況について（4 月末現在） 

－＞内容を確認した． 

 

４． 開催結果、進捗状況の報告 

（1）2/26 特別講演会「赤色立体地図の原理と応用-様々なスケールの地形から何を読み取れるか-」 

 参加者：55 名【開催済】 

（2）4/27 特別講演会「東京都心の３次元地盤モデルに基づく伏在活断層の推定」 

参加者：72 名【開催済】 

（3）5/26 会員 SG「ジオ散歩～等々力渓谷と多摩川周辺古墳群を巡る～」参加者：26 名【開催済】 

（4）6/8「地盤情報を活用した首都直下型地震への対策検討委員会の成果報告会および講習会」 

   参加者：51 名【開催済】  

（5）6/28-29 企画総務グループ「若手技術者を対象とした意見交換セミナー」 

（6）6/28 後援行事「EDO-EPS 工法 実物大耐震実験・公開実験」 

（7）6/29 茨城県グループ「アブドラ・トルガ・オザール博士の特別講演会」 

（8）7/10 群馬県グループ「新三国トンネル現場見学」 

（9）7/21 共催行事 平成 30 年度“彩の国”市民科学オープンフォーラム「大宮駅グランドセント

ラルステーション化構想を『防災』の視点から考える」 

（10）8/10 「極大地震時における表層地盤の強い非線形現象とその影響に関する研究委員会」の終

了とシンポジウム開催 

－＞内容を確認した． 

 

５． その他 

（1）退会届   



・なし 

（2）新入会 

    ・錦城護謨(株)東京支社（4 級）3 月入会 

・国際ジオシンセティックス学会日本支部（2 級）4 月入会 

（3）次回打合せ： 平成 30 年 9 月  日（ ）（前年度は 9 月 8 日の開催） 

－＞内容を確認した． 

 


